
剪
湘
吟
社
史
稿
そ
の
四

明
治
三
十
八
年
の
春
、
上
京
し
た
横
山
耐
雪
は
、
三
月
二
十
一
日
に
、
森
槐

南
に
ょ
っ
て
向
島
枕
橋
の
八
百
松
楼
に
招
か
れ
た
。
同
席
者
は
九
名
耐
雪
の

恩
師
永
坂
石
壊
の
ほ
か
、
い
ず
れ
も
東
京
詩
壇
の
名
家
で
あ
る
。

数
日
の
う
ち
に
、
耐
雪
は
同
席
者
の
一
人
で
あ
っ
た
菊
池
惺
堂
を
訪
ね
た
。

惺
堂
は
慶
応
三
年
生
ま
れ
で
、
耐
雪
よ
り
一
歳
の
年
長
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど

同
年
輩
で
あ
る
か
ら
、
親
し
み
を
感
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

訪
菊
池
惺
堂
貫
一
詞
契
用
八
百
松
楼
談
集
詩
駒
賦
呈
併
贈
皎
亭
内
野
悟
一
郎

D

詩
家
。
(
菊
池
惺
堂
晋
詞
契
を
訪
い
、
八
百
屋
楼
誠
集
の
詩
駒
を
用
て

賦
し
て
呈
し
、
併
せ
て
皎
亭
内
野
恒
郎
詩
家
に
贈
る
)

か
い
゛
し
う

と
も

偶
然
暹
遁
手
同
携
偶
然
邊
遁
し
て
手
を
同
に
携
え

石
上
三
生
夢
転
迷
石
上
三
生
し
て
夢
は
転
た
迷
う

つ

古
印
満
函
堆
玉
穎
古
印
満
函
玉
穎
を
堆
み

き
ら
め

奇
書
連
屋
燦
金
泥
奇
書
連
屋
金
泥
を
燦
か
す
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冨
簾
花
影
軽
相
倚
簾
を
冨
け
て
花
影
軽
く
相
い
倚
り

繞
楊
香
烟
灰
不
斉
楊
を
繞
り
て
香
烟
灰
か
に
斉
し
か
ら
ず

領
略
春
窓
灯
一
味
領
略
す
春
窓
灯
一
味

ま

句
成
也
合
句
中
題
句
成
り
て
也
た
合
す
句
中
の
題

二
首
連
作
の
第
一
首
で
あ
る
。
頸
聯
領
聯
は
惺
堂
の
書
斎
の
た
た
ず
ま
い
。

惺
堂
は
日
本
橋
元
浜
町
で
手
広
く
呉
服
を
あ
き
な
う
豪
商
の
当
主
で
、
実
業
家

で
あ
っ
た
。
第
二
首
は
趣
き
が
変
っ
て
、
「
新
婦
磯
(
嫁
が
島
)
廻
り
て
舟
を
繋

ぐ
べ
く
、
大
仙
岳
近
く
し
て
月
親
し
む
に
堪
う
」
と
松
江
の
佳
景
を
詠
じ
、
「
臂

を
湖
雲
に
把
ら
ん
祠
樹
の
浜
」
と
、
惺
堂
の
来
遊
を
誘
う
。

惺
堂
の
次
の
詩
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
日
の
作
で
あ
ろ
う
。

横
山
耐
雪
自
篇
至
滞
京
二
旬
今
将
還
郷
倒
用
其
松
江
留
別
詩
的
以
送

(
横
山
耐
雪
、
雲
州
よ
り
至
り
、
滞
京
二
旬
、
今
誓
郷
に
還
ら

別ん
と
す
、
其
の
松
江
留
別
の
詩
駒
を
倒
用
し
、
以
て
送
別
す
)

暖
雨
養
花
花
有
情
暖
雨
花
を
養
い
花
に
情
有
り

春
迎
遠
客
酔
江
城
春
に
遠
客
を
迎
え
て
江
城
に
酔
う

入
谷

七
一

力

一
九
八
七
年
三
月

介

仙



剪
泓
ψ
征
史
稿
そ
の
四

吟
聯
浬
上
題
襟
集
吟
は
湿
上
に
聯
り
襟
に
題
し
て
集
い

お

夢
迹
山
陰
回
棹
行
夢
は
山
陰
を
迹
い
て
棹
を
回
ら
し
て
行
く

吾
輩
因
縁
関
夙
定
吾
輩
の
因
縁
夙
定
に
関
り

君
家
旗
幟
自
今
明
君
が
家
の
旗
幟
自
今
明
き
ら
か
な
り

当
歌
一
曲
人
将
別
当
に
一
曲
を
歌
う
べ
し
人
将
に
別
れ
ん
と
す

ま

也
向
樽
前
暗
恨
生
也
た
樽
前
に
向
か
い
て
暗
恨
生
ず

詩
題
か
ら
す
る
と
、
三
月
三
十
日
ご
ろ
の
作
で
あ
ろ
う
か
。
耐
雪
の
帰
郷
の

日
も
せ
ま
っ
て
い
た
。

②

文
人
墨
客
の
集
ま
る
高
級
社
交
場
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
星
岡
茶
寮
の
雅
集

に
も
招
か
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
の
ち
、
一
代
の
通
人
芸
術
家
と
う
た
わ
れ
た

北
大
路
魯
山
人
(
一
八
八
三
1
一
九
五
九
)
の
経
営
す
る
所
と
な
っ
て
、
さ
ら

に
有
名
に
な
っ
た
所
で
あ
る
。

3

星
岡
茶
寮
探
騒
文
社
席
上
偶
賦
(
星
岡
茶
寮
探
騒
文
社
の
席
上
に
偶

た
ま
賦
す
)

き
ろ
う

一
纓
茶
烟
出
綺
榧
一
纓
の
茶
烟
綺
榧
を
出
で

小
簾
吹
白
落
梅
風
小
簾
吹
白
す
落
梅
の
風

新
詩
好
与
故
人
読
新
詩
好
し
故
人
に
与
え
て
読
ま
し
め
ん

春
在
残
香
漠
漠
中
春
は
残
香
の
漠
漠
た
る
中
に
在
り

探
壕
文
社
は
未
詳
で
あ
る
が
、
転
句
か
ら
し
て
、
耐
雪
の
旧
友
が
開
い
て
ぃ

た
詩
文
の
会
に
招
か
れ
た
も
の
に
違
い
な
い
。
詩
会
で
あ
り
な
が
ら
、
同
作
者

の
詩
を
全
く
録
せ
ず
、
耐
雪
の
作
も
、
綺
麗
で
ま
と
ま
っ
て
い
る
が
、
軽
く
、

場
所
柄
の
わ
り
に
気
楽
に
作
っ
て
い
る
。
医
者
仲
間
か
何
か
、
比
較
的
初
心
の

人
の
集
ま
り
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

士
居
香
国
(
一
八
五
9
一
九
二
こ
を
訪
ね
た
の
は
、
三
月
の
末
日
、
三

入
谷
仙
介

つ
ら
な

永
坂
石
塚
は
、
帰
期
の
せ
ま
っ
た
耐
雪
を
、
ふ
た
た
び
祭
詩
寵
に
招
い
て
、

別
宴
を
張
っ
た
。
岩
渓
裳
川
と
士
居
香
国
と
が
一
座
し
た
。
香
国
が
来
て
い
る

所
か
ら
見
る
と
、
あ
る
い
は
祭
詩
寵
に
行
く
前
に
香
国
を
訪
ね
、
同
道
し
た
の

七
二

十
一
日
で
も
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
香
国
は
当
時
五
十
四
歳
畿
然
た
る
詩

壇
の
長
老
で
あ
っ
た
。

訪
土
居
香
国
通
豫
花
史
分
韻
(
士
居
香
国
通
豫
花
史
を
訪
い
分
韻
す
)

紅
塵
不
到
酒
樽
前
紅
塵
到
ら
ず
酒
樽
の
前

静
座
詩
情
全
近
禅
静
座
詩
情
全
く
禅
に
近
し

じ
よ
う
が

杲
娜
柳
烟
吹
漸
緑
泉
娜
た
る
柳
烟
吹
い
て
漸
く
緑
に

誘

満
城
春
雨
売
錫
天
満
城
の
春
雨
鵤
を
売
る
の
天

こ
の
時
、
香
国
に
も
詩
が
あ
る
。

横
山
耐
雪
見
訪
分
駒
得
真
聞
帰
期
在
近
詩
中
故
及
(
横
山
耐
雪
の
訪
わ

る
、
分
駒
し
て
真
を
乍
侍
た
り
、
帰
期
近
き
に
在
り
と
聞
く
、
詩
中
故

に
及
ぶ
)

、
つ
る
お

春
風
三
月
混
軽
塵
春
風
三
月
軽
塵
を
渥
し

浬
上
花
開
詩
斬
新
湿
上
花
開
き
て
詩
斬
新

帰
去
湘
江
春
又
好
湘
江
に
帰
去
す
れ
ば
春
又
た
好
か
ら
ん

碧
雲
湖
上
美
帰
人
碧
雲
湖
上
美
帰
の
人

香
国
の
詩
か
ら
見
る
と
、
ま
だ
四
月
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
三

月
末
か
ら
四
月
初
に
か
け
て
、
帰
期
の
せ
ま
っ
た
耐
雪
は
、
暇
乞
い
の
た
め
に

朱
ノ
き
ま
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

二



か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
時
は
、
あ
る
じ
の
石
塚
に
は
詩
が
残
ら
な
い
。
耐
雪
は

七
絶
を
一
首
作
っ
た
。

将
還
郷
石
壊
先
生
置
酒
于
祭
詩
寵
見
饌
同
裳
川
香
国
両
詞
宗
賦
分
得
三

④

字
(
将
に
郷
に
還
ら
ん
と
し
、
石
壊
先
生
酒
を
祭
詩
寵
に
置
き
て
饌

せ
ら
る
、
裳
川
香
国
両
詞
宗
と
同
に
賦
し
て
分
か
ち
、
三
字
を
得
た

り
)

涙
燭
影
寒
愁
暗
含
涙
燭
影
は
寒
く
愁
い
を
暗
に
含
み

一
樽
話
別
倚
詩
寵
一
樽
別
を
話
し
て
詩
寵
に
倚
る

明
朝
複
水
重
山
隔
明
朝
複
水
重
山
を
隔
て

古
駅
春
風
五
十
三
古
駅
の
春
風
五
十
三

耐
雪
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
四
月
三
日
の
随
鴎
吟
社
創
立
大
会
に
出
席
し
そ

の
夜
の
汽
車
で
西
下
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
転
結
を
文
字
通
り
に
解
す
る
な

ら
ば
、
こ
の
詩
は
三
日
の
作
な
る
。
し
か
し
、
起
句
は
夜
景
の
よ
う
に
思
わ
れ
、

香
国
の
詩
も
夜
景
ら
し
く
感
じ
ら
れ
る
。
三
日
の
夜
に
向
島
八
百
松
の
大
会
会

場
か
ら
、
神
田
の
祭
詩
寵
ま
で
引
返
し
て
、
酒
を
汲
み
か
わ
す
時
間
の
余
裕
は

無
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
詩
は
二
日
の
作
で
、
転
句
は
、
明
日
汽
車
に

乗
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

裳
川
も
や
は
り
七
絶
で
酬
い
た
。

5

祭
詩
寵
送
横
山
耐
雪
還
郷
(
祭
詩
寵
に
横
山
耐
雪
の
還
郷
を
送
る
)

思
家
詩
客
過
清
明
思
家
の
詩
客
清
明
を
過
ぎ

三
月
落
花
空
復
情
三
月
落
花
空
し
く
復
た
情
あ
り

応
有
一
声
啼
贈
饌
応
に
一
声
の
啼
贈
の
饌
あ
る
べ
し

江
南
春
樹
雨
中
鷲
江
南
の
春
樹
雨
中
の
鷲

こ
の
日
は
春
雨
が
降
っ
て
い
た
。
承
句
の
三
月
は
、
落
花
の
縁
語
と
し
て
、

旧
暦
を
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

香
国
は
七
律
を
作
っ
た
。
三
家
の
う
ち
で
は
、
も
っ
と
も
力
作
で
あ
る
。

祭
詩
龜
酒
間
分
字
送
横
山
耐
雪
還
出
雲
(
祭
詩
命
の
酒
間
に
字
を
分
か

ち
、
横
山
耐
雪
の
出
雲
に
還
る
を
送
る
)

忽
漫
逢
時
又
別
觴
忽
ち
漫
に
逢
う
時
又
た
別
觴

雨
中
剪
燭
祭
詩
堂
雨
中
燭
を
剪
る
祭
詩
堂

健
竿
竹
影
皆
名
画
健
竿
の
竹
影
皆
な
名
画あ

た

大
尊
梅
花
抵
夜
光
大
尊
の
梅
花
夜
光
に
抵
る

人
自
碧
雲
湖
上
去
人
は
自
の
ず
か
ら
碧
雲
湖
上
に
去
り

あ
わ
た
だ

春
於
墨
水
渡
頭
忙
春
は
墨
水
の
渡
頭
に
忙
し

除
非
燕
荻
唯
金
玉
燕
政
に
非
る
を
除
け
ば
唯
だ
金
玉

不
怪
帰
装
重
錦
嚢
怪
し
ま
ず
帰
装
錦
嚢
重
き
を

領
聯
は
祭
詩
寵
の
景
で
、
あ
る
じ
に
対
す
る
あ
い
さ
つ
、
夜
光
は
月
で
あ
っ

て
、
こ
の
夜
は
雨
で
あ
っ
た
か
ら
矛
盾
す
る
が
、
梅
花
と
月
光
と
い
う
、
昔
な

が
ら
の
取
合
せ
で
あ
る
。
尾
聯
耐
雪
が
東
京
で
多
く
の
収
穫
を
得
て
帰
る
こ

と
を
い
う
0
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一
九
八
七
年
三
月

七
三

四
月
三
日
、
八
百
松
楼
で
、
随
鴎
吟
社
第
一
回
大
会
が
催
さ
れ
た
。
同
社
は

前
年
の
秋
に
創
始
さ
れ
、
毎
月
例
会
を
開
い
て
い
た
が
、
大
会
と
銘
打
っ
て
、

多
く
の
詩
人
を
集
め
、
詩
壇
の
一
大
工
ベ
ン
ト
と
す
る
と
と
も
に
、
一
袰
え
つ
っ

あ
っ
た
漢
詩
を
振
興
す
る
た
め
の
一
大
対
外
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
す
る

こ
と
を
期
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
日
は
神
武
天
皇
祭
に
当
っ
て
い
て
、
休
日

三



剪
湘
吟
社
史
稿
そ
の
四

で
も
あ
り
、
「
建
国
の
祖
」
の
祭
日
で
あ
る
か
ら
、
創
業
の
集
い
に
ふ
さ
わ
し
か
っ

た
。
『
随
鵬
集
』
第
八
篇
の
「
墨
上
佳
話
」
は
、
大
会
の
状
況
を
詳
細
に
伝
え

る
。
耐
雪
も
そ
の
夜
の
汽
車
で
帰
郷
と
い
う
、
あ
わ
た
だ
し
い
日
程
の
中
で
、

こ
の
大
会
に
参
会
し
た
。

大
会
は
、
榎
本
桜
東
小
林
天
龍
勝
島
仙
岐
渡
辺
雨
山
、
菊
池
惺
堂

木
村
天
南
内
野
皎
亭
、
木
村
梧
窓
藤
村
晴
濤
、
手
島
海
雪
、
上
村
売
剣
の

十
一
人
が
幹
事
を
委
嘱
さ
れ
、
、
永
坂
石
壊
が
幹
事
長
格
と
な
り
、
二
回
に
渡
っ

て
会
合
を
重
ね
て
、
準
備
万
端
を
と
と
の
え
た
。

当
日
は
朝
か
ら
畠
一
天
で
肌
寒
く
、
午
後
に
な
っ
て
雨
が
降
っ
て
き
た
。
こ
の

年
は
開
花
が
遅
れ
、
隅
田
川
の
堤
上
の
桜
並
木
も
、
よ
う
や
く
つ
ぽ
み
が
ふ
く

ら
ん
で
^
た
ば
か
り
で
、
春
と
は
い
ぇ
、
あ
ま
り
陽
↑
戴
は
よ
く
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
詩
人
た
ち
は
、
悪
天
候
を
物
と
も
せ
ず
、
陸
続
と
し
て
集
ま
っ
た
。
そ

の
中
に
は
、
耐
雪
は
じ
め
、
岡
山
の
荒
木
看
雲
、
信
州
の
横
川
三
松
小
樽
の

小
笠
原
菱
崖
函
館
の
杉
浦
柳
渓
、
田
中
五
稜
大
条
金
堂
な
ど
地
方
か
ら
の

上
京
組
、
王
黍
園
薄
梅
処
の
中
国
人
の
顔
も
見
ら
れ
た
。

別
室
に
設
け
ら
れ
た
控
室
に
は
、
東
久
世
竹
亭
杉
渓
六
橋
の
公
卿
華
族

旧
対
馬
藩
主
の
宗
星
石
股
野
藍
田
田
辺
蓮
舟
、
、
永
坂
石
塚
、
矢
士
錦
山
ら

の
諸
大
家
の
寄
贈
し
た
書
画
八
十
余
紙
を
掛
け
連
ね
て
展
観
し
、
か
?
く
じ

か
ま

引
で
一
人
に
一
点
を
頒
布
し
た
。
別
室
で
は
風
流
僧
山
田
寒
山
が
窯
を
し
つ
ら

え
て
楽
焼
を
し
て
お
り
、
来
客
は
自
分
が
字
を
書
い
た
酒
杯
や
灰
皿
を
、
そ
の

場
で
焼
か
せ
て
受
け
取
る
と
い
う
趣
向
で
あ
っ
た
。

午
後
三
時
一
同
は
本
席
に
移
り
、
森
槐
南
が
「
詩
と
音
楽
の
関
係
」
と
い

う
題
で
、
約
一
時
間
講
演
し
、
つ
い
で
膳
部
が
出
て
酒
宴
が
始
ま
っ
た
。
膳
に

載
せ
ら
れ
て
い
る
^
に
も
^
向
が
あ
っ
た
。
記
^
「
省
叩
と
し
て
、
^
別
に
制
作
さ

入
谷
仙
介

せ
た
も
の
で
、
内
側
に
は
つ
が
い
の
か
も
め
が
画
か
れ
、
外
側
に
は
随
鴎
吟
社

の
印
が
押
さ
れ
、
糸
底
に
は
平
韻
の
韻
字
が
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
詩
会
に

お
.
い
て
は
分
韻
と
称
し
て
、
韻
字
を
く
じ
引
で
分
配
し
、
引
き
あ
て
た
韻
字
を

用
い
て
作
詩
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
代
り
に
、
杯
に
書
か
れ
て
い
た
韻
字
を

用
い
る
の
で
あ
る
。
杯
を
手
に
取
っ
た
人
々
は
、
み
な
に
っ
こ
り
し
た
。

酒
が
ほ
ど
よ
く
ま
わ
っ
た
所
で
、
詩
会
の
約
束
通
り
に
柏
梁
体
聯
句
と
な
っ

た
0
 
こ
れ
も
韻
書
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
字
を
探
す
手
間
を
省
く
た
め
に
、
く
じ

引
で
字
を
割
り
あ
て
た
。
出
席
の
通
知
が
来
て
い
て
欠
席
し
た
四
五
名
に
は
、

幹
事
が
代
っ
て
く
じ
を
引
き
、
郵
便
で
知
ら
せ
た
。
し
た
が
っ
て
『
随
鵬
集
』

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
後
日
、
そ
れ
ら
の
人
々
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
句

を
加
え
て
編
集
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
実
際
の
参
加
者
よ
り
も
や
や
多
い
と

考
え
ら
れ
る
が
、
名
を
連
ね
て
い
る
の
が
、
東
久
世
竹
亭
、
榎
本
梁
川
渡
辺

無
辺
以
下
八
十
人
に
達
し
、
森
槐
南
永
坂
石
壊
を
へ
て
、
随
鵬
吟
社
主
幹
、

大
久
保
湘
南
に
至
っ
て
終
る
。
耐
雪
は
五
十
九
番
め
に
つ
け
て
い
る
。
聯
句
の

一
部
を
抄
出
す
る
。

万
里
征
戎
獲
熊
熊
分
里
征
戎
熊
熊
を
獲
た
り
)
東
久
世
竹
亭

東
亞
西
歐
無
藩
籬
(
東
亞
西
歐
籬
無
し
)

榎
本
梁
川

め
や

乾
旋
坤
転
斗
杓
移
(
乾
旋
り
坤
転
じ
て
斗
杓
移
る
)
渡
辺
無
辺

蜂
雄
為
笑
峽
蝶
雌
(
蜂
雄
に
し
て
為
に
笑
う
峽
蝶
の
雌
)
野
口
寧
斎

き

さ

擬
同
釣
人
一
簑
披
(
釣
人
と
同
に
一
簑
を
披
ん
と
擬
す
)
上
夢
香

本
事
詩
成
興
相
追
(
本
事
詩
成
り
興
相
い
追
う
)
横
山
耐
雪

荒
浪
烟
崖

詩
歌
煽
発
浬
之
涯
(
詩
歌
烱
発
す
湿
の
涯
)

満
堂
賓
客
被
成
帷
(
満
堂
の
賓
客
被
帷
を
成
t
 
金
井
秋
頻

如
此
盛
会
曽
無
之
(
此
の
如
き
の
盛
会
曽
て
之
無
し
)
江
木
冷
灰

七
四



会
者
七
十
人
有
奇
(
会
者
七
十
人
有
奇
)

森
槐
南

詩
家
功
亦
竹
帛
垂
(
詩
家
の
功
亦
た
竹
帛
に
垂
る
)
永
坂
石
壊

不
問
大
雅
扶
輪
誰
(
問
わ
ず
大
雅
扶
輪
す
る
は
誰
ぞ
き
大
久
保
湘
南

時
あ
た
か
も
日
露
の
戦
中
、
正
月
に
旅
順
が
降
り
、
三
月
に
奉
天
に
勝
ち
、

日
本
海
海
戦
を
前
に
し
て
、
国
民
の
音
気
大
い
に
あ
が
っ
た
時
期
、
社
員
の
松

田
学
鴎
は
従
軍
し
て
い
て
、
旅
順
か
ら
詩
が
届
く
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
始

め
の
三
句
以
モ
戦
争
を
反
映
し
た
付
句
が
多
い
。
寧
斎
、
烟
崖
は
時
候
の
句
、

秋
頻
以
下
は
今
日
の
盛
会
を
喜
ぶ
祝
儀
の
句
、
湘
南
の
結
句
は
、
大
雅
す
な

わ
ち
詩
道
を
大
い
に
張
る
の
は
我
々
の
力
だ
と
い
う
、
大
△
至
旦
言
と
も
い
う
べ

き
も
の
。
耐
雪
の
付
句
は
、
今
日
作
ら
れ
る
詩
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
『
本
事

詩
』
詩
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
集
め
た
書
物
が
で
き
る
と
い
う
、
や
は
り

祝
儀
的
な
句
で
あ
る
。

酒
は
よ
う
や
く
た
け
な
わ
に
、
妓
女
十
数
人
が
座
興
を
助
け
、
十
二
分
に
歓

を
尽
く
し
た
一
同
が
解
散
し
た
時
に
は
、
午
後
九
時
を
過
ぎ
て
い
た
。
と
も
し

火
は
煌
煌
と
輝
き
、
大
川
の
川
面
に
は
、
春
雨
が
お
ぽ
ろ
に
か
す
ん
で
い
る
。

汽
車
の
時
間
を
気
に
し
て
い
た
耐
雪
は
、
お
そ
ら
く
適
当
な
時
間
に
切
り
あ
げ

て
、
停
車
場
に
人
力
車
を
急
が
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

春
雲
蕩
漾
烟
粳
糊

雨
痕
吹
緑
連
平
蕪

一
帶
春
水
湛
藍
碧

夾
岸
垂
柳
千
万
株

前
度
勝
会
賦
冶
春

猶
記
随
鴎
過
酒
城

八
百
松
楼
高
百
尺

タ
陽
器
画
風
景
殊

再
会
是
日
群
賢
集

主
客
咳
唾
看
成
珠

筆
底
龍
蛇
躍
而
走

墨
痕
如
雨
淋
滴
濡

都
門
新
味
魚
灸
外

朱
桜
紫
筍
満
豊
厨

酒
醋
耳
熱
神
気
王

花
前
扶
酔
有
彼
妹

聞
説
皇
師
頻
大
捷

宇
内
具
膽
皇
朝
謨

奎
運
日
昌
淵
源
遠

詩
人
功
業
誰
云
迂

燕
然
須
勒
河
清
頌

文
章
未
必
師
韓
蘇

此
時
晩
雲
忽
己
散

翠
黛
分
明
波
山
孤

耐
雪
は
随
鴎
吟
社
第
一
回
大
会
に
大
き
な
期
待
を
か
け
、
勢
こ
ん
で
出
席
し

た
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
席
上
で
、
こ
う
し
た
場
合
に
は
異
例
の
、
長
篇
の

七
古
を
作
っ
て
い
る
。

6

乙
巳
随
鵬
大
会
席
上
分
韻
乞
巳
の
と
し
随
鴎
大
会
席
上
分
韻
)

四

春
雲
蕩
漾
し
て
烟
模
糊
た
り

雨
痕
緑
を
吹
い
て
平
蕪
に
連
な
る

一
帶
の
春
水
藍
碧
を
湛
え

夾
岸
の
垂
柳
千
万
株

前
度
の
勝
会
に
冶
春
を
賦
し

猶
お
記
す
鵬
に
随
い
て
酒
塘
を
過
ぎ
り
し
を

八
百
松
の
楼
高
さ
百
尺

あ
ん

タ
陽
の
器
画
風
景
殊
な
り

再
会
の
是
の
日
群
賢
集
い

主
客
の
咳
唾
看
れ
ぱ
珠
を
成
す

筆
底
の
龍
蛇
躍
り
て
走
り

り
ん
り

墨
痕
雨
の
如
く
淋
浪
と
し
て
濡
る

抵
う
し
や

都
門
の
新
味
焦
実
の
外

朱
桜
紫
筍
豊
厨
に
満
つ

さ
か

酒
醋
耳
熱
神
気
王
ん
に

花
前
酔
い
を
扶
く
る
は
彼
の
蛛
有
り

き
く
な
ら

聞
説
く
皇
師
頻
り
に
大
捷
し

宇
内
具
に
膽
る
皇
朝
の
謨

奎
運
日
に
昌
ん
な
る
は
淵
源
遠
く

詩
人
の
功
業
誰
か
迂
な
り
と
云
う
や

燕
然
須
く
勒
す
べ
し
河
清
の
頌

文
章
未
だ
必
ず
し
も
韓
蘇
を
師
と
せ
ず

此
の
時
晩
雲
忽
ち
己
に
散
じ

翠
黛
分
明
に
し
て
波
山
孤
な
り

と
、
つ
よ
う

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
三
号

も
こ

一
九
八
七
年
三
月

七
五



剪
訟
征
史
稿
そ
の
四

笛
声
度
水
響
團
喨
笛
声
水
を
度
り
て
響
き
團
喨

春
月
依
依
生
菰
蒲
春
月
依
依
と
し
て
菰
蒲
に
生
ず

な
ん

山
陰
勝
事
笑
足
道
山
陰
の
勝
事
実
ぞ
道
う
に
足
ら
ん

騒
壇
長
留
百
世
模
騒
壇
長
く
留
む
百
世
の
模

せ
ん

好
裁
剣
渓
藤
十
丈
好
し
剣
渓
の
藤
十
丈
を
裁
ち
て

写
出
濁
上
修
涙
図
写
出
せ
ん
濁
上
修
農
の
図

全
三
十
句
、
一
韻
到
底
の
力
作
で
あ
っ
て
、
当
日
の
風
景
か
ら
歌
い
起
こ
し

て
、
詩
会
の
情
景
を
描
写
し
、
転
じ
て
日
露
の
戦
勝
に
言
及
し
て
、
詩
人
に
功

業
の
道
あ
り
と
気
炎
を
あ
げ
、
再
び
夜
と
な
っ
た
風
景
を
描
ミ
い
に
し
え
の

蘭
亭
の
会
(
山
陰
の
勝
事
)
に
も
劣
ら
ぬ
、
図
を
作
っ
て
後
世
に
伝
え
る
価
値

が
あ
る
と
結
ぶ
。
整
然
た
る
結
槌
堂
堂
の
気
格
、
満
場
を
圧
せ
ん
ば
か
り
で

あ
る
。
が
ん
ら
い
耐
雪
は
即
席
に
七
古
の
大
作
を
作
る
こ
と
を
好
み
、
剪
湘
吟

社
の
創
立
大
会
で
も
七
古
を
作
っ
て
、
村
上
琴
屋
か
ら
「
長
槍
大
戟
を
揮
ふ
て

7

見
せ
た
」
と
評
さ
れ
た
。

耐
雪
の
こ
の
一
弐
こ
み
は
酬
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
に
は
ど
う
も
そ
う

で
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
先
の
「
墨
田
佳
話
」
に
は
、
当
日
の
作
、
四

十
三
首
を
録
す
る
が
、
そ
の
う
ち
に
耐
雪
の
七
古
は
入
っ
て
い
な
い
。
の
み
な

ら
ず
、
『
随
鵬
集
』
に
そ
の
後
掲
載
さ
れ
た
も
よ
う
も
な
い
。
完
全
に
黙
殺
さ
れ

た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

い
と
ま

四
十
三
首
は
「
席
上
の
分
韻
、
投
贈
の
諸
作
未
だ
尽
く
整
頓
に
逞
あ
ら
ず
、

今
姑
く
獲
る
に
随
っ
て
之
を
録
す
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
か
な

ら
ず
し
も
選
ば
れ
た
こ
と
が
価
値
評
価
を
示
す
も
の
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、
そ

こ
に
お
の
ず
か
ら
選
択
基
準
が
見
受
け
ら
れ
る
。
一
人
で
二
首
取
ら
れ
て
い
る

人
が
い
る
の
で
、
人
数
に
す
る
と
三
十
八
家
で
あ
る
。
そ
の
配
列
を
見
る
と
、

入
谷
仙
介

七
六

東
久
世
竹
亭
、
渡
辺
無
辺
松
浦
鸞
洲
(
旧
平
戸
藩
主
)
の
貴
顕
長
老
の
股

野
藍
田
、
有
力
な
後
援
者
で
あ
る
江
木
冷
灰
、
、
氷
井
禾
原
と
並
び
、
土
居
香
国

岩
渓
裳
川
、
関
沢
霞
庵
と
い
っ
た
著
名
詩
人
が
上
位
に
置
か
れ
、
そ
の
後
に
ょ

う
や
く
一
般
の
詩
人
が
来
る
。
そ
の
中
で
地
方
在
住
の
詩
人
と
し
て
は
小
樽
か

ら
来
た
小
笠
原
菱
崖
の
み
で
あ
る
。
最
後
に
野
口
寧
斎
が
詩
壇
の
大
家
と
し
て
、

別
格
の
扱
い
で
置
か
れ
て
い
る
。
槐
南
石
塚
ら
第
一
流
は
、
か
え
っ
て
詩
を

残
し
て
い
な
い
。
自
重
し
て
作
ら
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ぬ
。
選
択
の
基
準
は

詩
的
価
値
よ
り
も
、
社
交
的
な
要
素
を
加
味
し
た
、
東
京
詩
壇
の
地
位
序
列
に

左
右
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
墨
田
佳
話
」
に
収
録
さ
れ
た
席
上
作
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
。
冒
頭
の
竹
亭
の
作
で
あ
る
。

随
鴎
吟
社
大
会
席
上
分
韻
得
支
(
随
鴎
吟
社
大
会
の
席
上
に
分
韻
し
て

支
を
得
た
り
)

画
楼
簾
幕
雨
如
糸
画
楼
簾
幕
雨
糸
の
如
し

わ
ず
か

剛
是
桜
花
欲
笑
時
剛
に
是
れ
桜
花
笑
わ
ん
と
欲
す
る
時

觴
政
厳
寛
紅
袖
侍
觴
政
厳
寛
紅
袖
侍
し

詩
盟
濃
泊
白
鴎
随
詩
盟
譜
泊
白
鴎
随
う

群
賢
畢
至
山
陰
興
群
賢
畢
く
至
る
山
陰
の
興

し

耆
旧
同
銜
北
海
厄
耆
旧
同
じ
く
銜
む
北
海
の
厄

最
是
主
人
才
藻
麗
最
も
是
れ
主
人
才
藻
麗
な
り

只
須
採
筆
賦
春
煕
只
だ
須
く
採
筆
も
て
春
煕
を
賦
せ
よ

詩
の
大
部
分
は
七
律
で
、
そ
れ
に
少
数
の
七
絶
と
五
律
が
ま
じ
る
。
詩
会
と

い
う
の
は
社
交
の
席
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
形
式
と
内
容
と
が
要

求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
耐
雪
の
作
は
、
詩
と
し
て
の
内
容
、
完
成
度
以
前
の
問

り
ゆ
う
り
よ
う



題
と
し
て
、
あ
ま
り
に
も
場
の
雰
囲
気
を
無
視
し
た
放
胆
な
行
動
と
受
け
と
ら

れ
た
の
で
あ
る
ま
い
か
。
田
舎
者
の
「
つ
っ
ぱ
り
」
「
や
ぽ
く
さ
さ
」
と
さ
え
見

ら
れ
た
か
も
し
れ
ぬ
。
東
京
の
詩
壇
は
、
そ
れ
自
体
に
確
固
た
る
内
部
秩
序
を

持
っ
て
い
て
、
そ
れ
は
地
方
無
名
の
一
詩
人
が
、
晴
れ
の
錘
台
と
は
い
ぇ
、
一

回
の
詩
会
、
一
首
の
詩
で
、
に
わ
か
に
踊
り
出
ら
れ
る
ほ
ど
、
や
わ
な
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
は
耐
雪
は
軽
く
い
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
耐
雪
は
、
こ
れ
ま
で
東
京
の
至
る
所
で
、
珍
客
と
し
て
歓
迎
を
受

け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
頂
点
が
八
百
松
で
の
槐
南
の
招
宴
で
あ
っ
た
。

そ
の
過
程
で
、
こ
れ
ま
で
つ
ち
か
っ
て
き
た
詩
に
対
す
る
自
信
が
ふ
く
れ
あ
が

り
、
東
京
く
み
し
や
す
し
と
ま
で
は
思
わ
な
く
て
も
、
随
鴎
吟
社
第
一
回
大
会

と
い
う
檜
舞
台
で
一
挙
に
詩
壇
に
地
朱
ノ
を
占
め
る
機
会
を
つ
か
み
う
る
と
思
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
と
よ
り
、
そ
れ
が
成
功
し
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
「
席
を
蹴
っ
て
立
つ
」
と
か
、
中
央
詩
壇
に
絶
縁
を
宣
言
す
る
と
か
す
る
ほ

ど
に
、
耐
雪
は
「
子
ど
も
」
で
は
な
い
。
表
面
さ
り
げ
な
く
詩
友
に
別
れ
を

告
げ
て
会
場
を
出
た
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
自
分
で
も
失
望
感
な
ど
意
識
せ
ず

に
、
盛
会
に
列
し
え
た
満
足
感
に
あ
ふ
れ
て
帰
郷
し
た
か
も
し
れ
ぬ
。
だ
が
、

心
の
底
に
沈
澱
し
た
何
物
か
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
今
後
の
彼
の

軌
跡
、
ひ
い
て
は
剪
泓
吟
社
の
歴
史
に
、
微
妙
な
影
響
を
及
ぽ
し
て
い
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

耐
雪
は
そ
の
後
没
す
る
ま
で
、
随
鴎
吟
社
の
年
次
大
会
に
、
つ
い
に
出
席

し
な
か
っ
た
。
ま
た
随
鴎
吟
社
の
中
で
も
準
社
員
の
ま
ま
に
止
ま
り
、
正
社
員

に
は
な
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
。

五

耐
雪
は
四
月
三
日
の
夜
八
百
松
楼
を
辞
す
る
と
、
そ
の
足
で
夜
行
列
車
に

乗
り
こ
み
、
一
示
都
に
向
か
っ
た
。

四
月
三
日
夜
発
東
京
抵
西
京
(
四
月
三
日
夜
東
京
を
発
し
て
西
京
に
抵

る
)

塔
影
参
差
出
夕
峰
塔
影
参
差
と
し
て
夕
峰
に
出
で

せ
い
し
ゆ
5

春
風
吹
夢
易
惺
松
春
風
夢
を
吹
い
て
惺
松
な
り
易
し

十
年
重
作
洛
陽
客
十
年
重
ね
て
作
る
洛
陽
の
客

独
聴
東
山
寺
寺
鐘
独
り
聴
く
東
山
寺
寺
の
鐘

東
京
で
耐
雪
の
得
た
も
の
が
何
で
あ
れ
、
上
京
中
、
絶
え
ず
緊
張
に
包
ま
れ

て
い
た
彼
の
心
身
を
、
古
都
は
柔
く
包
ん
で
解
き
ほ
ぐ
し
て
く
れ
た
。
東
京
の

こ
と
は
春
風
の
夢
で
あ
っ
た
と
見
る
余
裕
も
生
ま
れ
た
。
十
年
ぶ
り
の
京
と
い

え
ぱ
、
前
回
の
東
京
遊
学
の
時
に
立
寄
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

京
都
で
は
月
波
楼
と
い
う
の
に
宿
を
取
っ
た
。
頼
山
陽
ら
の
文
人
と
交
遊
の

あ
っ
た
名
妓
お
梅
の
旧
居
だ
と
い
う
。

宿
月
波
楼
楼
梅
校
書
故
宅
也
(
月
波
楼
に
宿
丈
楼
は
梅
校
書
の
故
宅

な
り
)

せ
ん

芳
草
苹
眠
吹
暖
烟
芳
草
苹
眠
暖
烟
を
吹
き

鷲
花
時
節
鴨
河
天
鷲
花
の
時
節
鴨
河
の
天

風
流
不
見
当
埴
女
風
流
見
ず
当
埴
の
女

寂
寛
楼
台
七
十
年
寂
寛
た
る
楼
台
七
十
年

宿
に
は
お
梅
の
用
い
た
三
味
線
箱
が
保
存
さ
れ
て
い
た
。
箱
に
は
浦
上
春
琴

七
七
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剪
泓
栓
史
稿
そ
の
四

が
桂
花
を
え
が
き
、
山
陽
が
詩
を
題
し
て
い
た
。

月
波
楼
観
梅
校
書
三
絃
筐
(
月
波
楼
に
梅
校
書
の
三
絃
筐
を
観
る
)

酔
墨
猶
擬
痕
未
乾
酔
墨
猶
お
擬
す
痕
未
だ
乾
か
ず

手
開
遺
筐
剪
灯
看
手
ず
か
ら
遺
筐
を
開
き
て
灯
を
剪
り
て
看
る

断
腸
情
繋
三
絃
索
断
腸
情
は
繋
ぐ
三
絃
の
索

憶
到
当
年
子
夜
弾
憶
到
す
当
年
子
夜
を
弾
ぜ
し
を

自
注
、
三
絃
筐
浦
上
春
琴
桂
花
を
画
き
、
頼
山
陽
詩
を
題
す
。
詩

に
云
う
「
酒
醒
め
て
東
楼
燭
影
乾
き
、
月
来
た
り
て
簾
角
夜
方
に
闌
な

り
。
雪
児
亦
た
解
す
吟
人
の
意
撥
を
絃
中
に
挿
し
て
弾
く
を
肯
ん
ぜ

ず
。
」

子
夜
は
古
い
中
国
の
俗
曲
そ
の
名
の
女
性
が
歌
っ
た
と
い
う
。

京
都
ま
で
は
荒
木
看
祭
同
行
し
た
。
看
雲
は
前
記
の
よ
う
に
岡
山
か
ら
随

鴎
吟
社
の
大
会
に
出
席
し
た
人
で
、
や
は
り
医
師
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
に
留
学

⑧

し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
の
送
別
の
詩
を
耐
雪
が
作
っ
て
い
る
。

同
荒
木
看
雲
蒼
太
郎
国
手
遊
嵐
峡
(
荒
木
看
雲
蒼
太
郎
国
手
と
同
に
嵐
峡
に

遊
ぶ
)

松
翠
罪
罪
重
一
重
松
翠
罪
罪
重
一
重

与
花
掩
映
午
雲
濃
花
と
掩
映
し
て
午
雲
濃
し

僧
房
蔵
在
模
糊
裏
僧
房
は
蔵
し
て
粳
糊
の
裏
に
在
り

空
際
時
伝
飯
後
鐘
空
際
時
に
伝
う
飯
後
の
鐘

ど
う
い
う
縁
が
あ
っ
た
の
か
、
荒
木
鳳
岡
に
招
か
れ
て
、
鴨
川
の
旗
亭
で
飲

ん
だ
。
看
雲
も
同
行
し
た
。
鳳
岡
は
本
名
寅
三
郎
(
一
八
六
六
1
一
九
四
二
)
、

群
馬
県
の
人
わ
が
国
生
化
学
の
開
拓
者
、
当
時
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
教

授
の
ち
医
科
大
学
長
京
都
帝
国
大
学
総
長
枢
密
顧
問
官
を
歴
任
、
帝
国

入
谷
仙
介

学
士
院
会
員
と
な
っ
た
。

荒
木
鳳
岡
宴
那
招
飲
鴨
東
旗
亭
同
看
雲
赴
之
(
荒
木
鳳
岡
亘
廊
博
士
に

鴨
東
の
旗
亭
に
招
飲
せ
ら
れ
、
看
雲
と
同
に
之
に
赴
く
)

京
洛
尋
春
不
謂
遅
京
洛
春
を
尋
ぬ
る
遅
し
と
謂
わ
ず

東
風
三
月
最
宜
詩
東
風
三
月
最
も
詩
に
宜
し

海
業
雨
罷
胴
脂
重
海
業
雨
罷
み
て
胴
脂
重
く

看
取
錦
官
城
裏
姿
看
取
す
錦
官
城
裏
の
姿

錦
官
城
は
成
都
、
海
業
は
成
都
の
名
花
。
な
お
、
耐
雪
は
和
習
を
避
け
よ
と

い
う
石
壊
の
教
え
を
忠
実
に
守
っ
た
た
め
か
、
桜
花
の
詩
を
ほ
と
ん
ど
作
っ
て

い
な
い
。
桜
は
日
本
の
典
型
的
な
名
花
で
あ
る
た
め
、
詩
に
取
入
れ
る
と
、
そ

れ
自
体
が
和
習
を
感
じ
さ
せ
る
の
を
き
ら
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
耐
雪
だ
け
で
な

く
、
一
部
の
詩
人
に
そ
の
風
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
永
井
禾
原
も
自
邸
に
桜
を
植

⑨

え
さ
せ
な
か
っ
た
。
あ
た
り
ま
え
な
ら
桜
花
を
持
っ
て
く
る
所
を
、
錦
官
城
の

縁
で
海
業
を
持
っ
て
き
た
の
に
ち
が
い
な
い
。

京
都
の
滞
在
は
短
か
か
っ
た
が
、
由
緒
あ
る
宿
に
く
つ
ろ
ぎ
、
名
勝
の
地
を

訪
い
、
詩
心
を
大
い
に
養
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

四
月
八
日
に
は
、
耐
雪
は
無
事
松
江
に
帰
着
し
た
。
待
ち
か
ね
て
い
た
親

友
、
村
上
琴
屋
が
、
さ
っ
そ
く
臨
水
亭
に
招
い
て
歓
迎
の
小
宴
を
催
し
た
。

四
月
八
日
自
東
京
帰
村
上
琴
屋
寿
夫
招
飲
松
江
臨
水
亭
次
見
示
詩
駒
西

月
八
日
、
東
京
よ
り
帰
り
、
村
上
琴
屋
寿
夫
松
江
臨
水
亭
に
招
飲
せ
ら

る
、
示
さ
れ
し
詩
酌
に
次
す
)

七
八

六



一
曲
誰
翻
子
夜
歌
一
曲
誰
か
翻
え
す
子
夜
歌

深
深
花
霧
鎖
香
羅
深
深
た
る
花
霧
香
羅
を
鎖
す

客
中
詩
債
難
償
得
客
中
の
詩
債
償
い
得
難
し

杉
上
空
留
酒
曇
多
杉
上
空
し
く
留
む
酒
曇
の
多
き
を

⑪

結
句
は
陸
游
の
「
剣
門
道
中
微
雨
に
遇
う
」
の
起
句
「
衣
上
の
征
塵
酒
痕
を

ま
さ

雑
う
」
を
ふ
ま
え
る
。
こ
の
詩
は
転
句
「
此
の
身
合
に
是
れ
詩
人
な
る
べ
き
や

未
だ
し
や
」
で
有
名
、
対
金
反
攻
の
夢
破
れ
た
陸
游
が
、
自
分
の
運
命
を
か
み

し
め
て
も
ら
し
た
つ
ぶ
や
き
で
あ
る
。
耐
雪
も
ひ
そ
か
に
共
感
す
る
所
が
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

注
①
以
下
、
詩
の
引
用
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
横
山
耐
雪
東
游
吟
稿

に
ょ
る
。
こ
の
詩
は
松
心
謝
詩
紗
に
収
め
る
。

2
 
麹
町
山
王
台
(
現
永
田
町
二
丁
目
五
七
)
に
あ
っ
た
。

3
 
こ
の
詩
は
松
心
樹
詩
紗
に
収
め
る
。

4
 
こ
の
詩
は
松
心
樹
詩
紗
に
収
め
る
。
題
を
「
将
還
郷
石
塚
先
生
置
酒
于

祭
詩
命
見
饌
裳
川
香
国
両
詞
宗
亦
来
会
分
得
三
字
(
将
に
郷
に
還
ら
ん
と

し
、
石
壊
先
生
酒
を
祭
詩
寵
に
置
き
て
饌
せ
ら
る
、
裳
川
香
国
両
詞
宗
も

亦
た
来
会
せ
ら
る
、
分
か
ち
て
三
字
を
得
た
り
)
」
に
作
る
。

5
 
こ
の
詩
は
裳
川
自
選
稿
に
収
め
る
。
題
を
「
送
横
山
耐
雪
帰
雲
州
(
横

山
耐
雪
の
雲
州
に
帰
る
を
送
る
)
」
に
作
り
、
春
樹
を
樹
色
に
作
る
。

6
 
こ
の
詩
は
松
心
樹
詩
紗
に
収
め
る
。
題
を
「
随
鴎
吟
社
第
一
大
会
席
上

分
韻
得
虞
(
随
鴎
吟
社
第
一
大
会
の
席
上
に
分
韻
し
て
虞
を
得
)
」
に
作

る
。
終
り
か
ら
三
句
め
の
模
を
、
吟
稿
は
摸
に
作
る
が
、
詩
紗
に
従
っ
た
。

7
 
村
上
琴
屋
「
剪
湘
吟
社
の
創
立
と
槐
南
翁
の
回
顧
」
剪
泓
詩
文
第
七
十

九
編
。

8
 
「
送
荒
木
看
雲
之
独
逸
」
松
心
樹
詩
紗
。

9
 
永
井
荷
風
「
大
窪
だ
よ
り
」
全
集
巻
十
二
。

陸
游
「
剣
南
詩
稿
」
巻
三

(

七
九

)のa
補
訂前

稿
「
そ
の
三
」
で
、
大
久
保
湘
南
訪
問
を
、
森
槐
南
に
ょ
る
招
宴
よ
り
前

の
こ
と
と
し
た
が
、
東
游
吟
稿
に
は
、
槐
南
招
宴
の
詩
を
、
湘
南
安
広
龍
峰

と
の
百
花
園
の
遊
の
詩
よ
り
も
後
に
置
い
て
あ
る
の
で
、
招
宴
の
方
が
先
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
百
花
園
の
詩
の
後
に
菊
池
惺
堂
訪
問
の
詩
が
来
る
。
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